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序

afraidofV-ingとafraidtoVに関しては,学校文法では書き換え中心の指導がなされ

ているのが現状である｡例えば,(1)の場合,両構文をほぼ同じ意味合いで用いることが多

い｡しかしながら,いつも同じ意味合いで用 いられるわけではなく,それぞれに好まれる

解釈が存在する｡

(1)a.Johnisafraidtoflybyplane.

b.Johnisafraidofflyingbyplane.

この論考では,英英辞書,語法研究書,及び,言語学の先行研究に言及しながら,afraid

ofV･ingとafraidtoV構文の諸特徴を明らかにするとともに,両構文に好まれる解釈に

ついて考察し,それぞれの構文に見られる意味的特性について考察する｡

1.辞書における記述

ここでは,afraidofV-ingとafraidtoVに関して,代表的な学習者辞書としての英英

辞書をいくつか取 り上げ,どのような記述がなされているのかを概観する｡先ず,oxford

WordpowerDictionary(1993)から見ることにする｡この辞書では,問題の構文に関し

て,次のような説明と例文が与えられている｡

afraid(ofdoingsth/todost♭)havingorshowingfear;frightened:

(2)a.Sheisafraidofgoingoutafterdark.

b.Iwastooafraidtoanswerthedoor.

上の説明と例文からでは,問題のふたつの構文における違いをみてとることは非常に難

しいと思われる｡ (2)に挙げられている例では,(3)に示すように,対応する形がそれぞれ

可能であることから,この論考で取 り上げている構文が,常に同じ意味で交換可能である
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ようにも解釈できる｡しかしながら,(2)(3)では意味合いが異なるので,何らかの記述を

要すると思われる｡

(3)a.Sheisafraidtogooutafterdark.

b.Iwasverymuchafraidofansweringthedoor.

次に,oxfordAdvancedLearner'sDictionary(1995)での記述を見てみよう｡この辞

書では,次のような説明がなされ,(4)の例文が与えられている｡

feelingfear;frightenedofbeinghurtorofsomethinginsomeway

(4)He'safraidofgoingout/togoout.

また,別項目として,この辞書では,次のような説明と例文がafraidofV･ingに関して

与えられている｡

ofdoingsth;(that)…feelingworryoranxietyaboutapossibleoutcome,effect,

result,etc:

(5)∫didn'tmentionitbecauseIwasafraidofupsettinghim.

上の説明と例文を見る限り,英語学習者は何か好ましくない結果をもたらす事柄につい

て心配をする場合にafraidofV-ingを用い,その他の状況では,同じ意味でafraidof

V-ingとafraidtoVのいずれの構文も用いることが可能であると理解してしまう危険性

がある｡しかしながら,ある状況が与えられると,(6)の例文も可能であり,(5)(6)の違い

をとらえる何らかの手立てが必要になる｡

(6)Ididn'tmentionitbecauselwasafraidtoupsethim.

後述するが,(5)(6)の場合,(5)が一般的で,(6)が容認されるためには,話者の意志 ･

意図 (volition)が深く関わってくることになる｡

最後に,COBUILD (1987)を見てみよう｡COBUILDでは, 次のような説明がなさ

れ,(7)(8)の例文が与えられている｡

Ifyouareafraidtodosomething,youarefrightenedbecauseyouthinkthat

somethingveryunpleasantisgoing tOhappentoyou.

(7)Ⅰ'mstillafraidtosleepinmyownbedroom.
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Ifyouareafraidthatsomethingunpleasantwillhappen,youweworn'edthatit

mayhappenandyouwanttoavoidit.

(8)Thegovernmentisafraidoflosingtheelection.

上に挙げたCOBUILDの説明では,斜字体の記述に注意する必要がある｡afraidtoVの

説明では説明文にbegoingtoが用いられていることから,動詞によって表されている出

来事が発話の時点で迫っているということがわかる｡例文(7)とafraidtoVの説明では,

自分の部屋に関して寝ることが差し迫った状況にあり,しかも,そこには,｢渡る｣という

行為を既に想定した話者の意志が感じ取れる｡一方,afraidofV-ingでは,説明文にwill

が用いられ,後続する説明文 と照らし合わせて考えると,ただ単にあることが生じる可能

性があり,そのことを心配しているのと同時に,できればその事態を避けたいという心理

を表していると解釈できる｡

既に見た英英辞書とは異なり,COBUILDでは,かなり詳しい説明が与えられているこ

とがわかる｡しかしながら,COBUILDによる説明では,(7)(9)と(8)(10)の対比をとらえ

ることはできない｡学習者にとって,(7)(9)のニュアンスの差異,(10)の非文法性をどの

ようにとらえるべきかは示されておらず,明らかではない｡

(9) Iamafraidofsleepinginmyownbedroom.

(10)*Thegovernmentisafraidtolosetheelection.

2.帝法雷 ･文法書における記述

2.1 偶発的な出来事

Swan(1995)では,｢思いがけなく起こりうる出来事｣に関して,何かの恐れ,心配を述

べる場合,beafraidofV-ing構文が望ましいという主張がなされ,次の例文が挙げられ

ている｡

(ll)a.idon'tliketodrivebecauseIamafraidofcrashing.

b.WhyareyousoquietH amafraidofwakingthechildren.

(ll)の例については,oxfordAdvancedLearner'sDictionaryにおける別項目の説明

とCOBUILDにおける説明と同じものであると言ってよい｡これらの説明では,afraidof

V-ingが用いられる状況が与えられているが,afraidtoVを用いることが可能かどうか,

可能であれば如何なる意味上の差が認められるのか定かではない｡

(12)a.Idon'tliketodrivebecauseIamafraidtocrash.

b.Iamafraidtowakethechildren.

(12)から明らかなように,実際には,afraidtoVの形も容認される｡ただし,(ll)が意
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昧するものと(12)が意味するものは異なるという事実に注意したい｡これらの違いについ

ては, 3節で触れることにする｡

2.2 afraidの意味内容に基づ1いた分類

Declerck(1991)では,これまで見た英英辞書の記述や語法書の記述とは異なり,afraid

ofV-ingとafraidtoVが,どのような場合に交換可能であり,また,どのような場合に

交換不可能であるかをafraidの意味を下位分類することで捉える試みをしている｡

Inthesenseof̀frightened'bothafym'dofandafrlaidtocanbeused.

(13)a.Ⅰ'mafraidtotouch/oftouchingaspider.

b.Hetravelsbytrainbecauseheisafraidtofly/offlying.

(Declerck(1991:516))

Toexpressthatfearinhibitsthesubjectfromdoingsomethingweusuallyuse

theinfinitive.

(14)a.Motherwasafraidtocontradictthestrangerincasehebecameangry.

(-Motherchosenottocontradicthimforfearhemightbecomeangry.)

b.Ⅰ'mafraidtogointothestreetatnight.(-Iprefernottogointothestreets

whenitisnight.) (Declerck(1991:516))

Theideaẁorriedoranxiousaboutthepossibleresultofsomethingorabout

whatmighthappen'isexpressedbyafyaidof:

(15)a.Idon'tliketouseappliancesthatiamnotfamiliarwithbecauseI'mafraid

ofdamagingthem.

b.Wh eneverheisdrunk,hiswifeisafraidofbeingmolestedbyhim.

C.Ididn'ttellhimabouttheaccidentbecauseIwasafraidofupsettinghim.

(Declerck(1991:516))

上に挙げたafraidofV-ing･afraidtoVに関するDeclerckの説明をまとめると,吹

のようになると思われる｡

(16)i.afraidがfrightened(おびえている)という意味を表す場合には,両構文が可

能である｡

ii.主語位置を占めている要素が表す人物が,ある恐れをいだき,その恐れのため

に何かをできない場合,通例,afraidtoVを用いる｡

iii. 何か好ましくない結果や出来事を心配する場合,afraidofV-ingを用いる｡
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(16)における(i)(ii)では,それぞれafraidtoV,afraidofV-ingが用いられる望ま

しい状況について述べている｡しかしながら,これらの説明では,次の例に見られる意味

の違いについて理解することは困難である｡

(17)a.Ⅰ'mafraidtogointothestreetatnight.

b.Ⅰ'mafraidofgoingintothestreetatnight.

(18)a.Ididn'ttellhimabouttheaccidentbecauseIwasafraidofupsettinghim.

b.Iwasafraidtoupsethim.

これまでの議論から,英英辞書,及び語法書では,afraidtoVとafraidofV-ingの用

法に関して,それらが用いられる好ましい状況についてある程度の説明が与えられている

ことがわかった｡また,両構文が可能な場合,意味的相違点が十分にとらえられていない

ことも確認できたと思われる｡次節では,意味的な観点から両構文の特徴を明らかにした

い｡

3.意味的特徴と統話的特徴

3.1 主語の意図 (volitionalintention)

afraidtoVとafraidofV-ingの意味的特徴に関して,Goldberg(1995)が引用してい

るWierzbicka(1988)から見てみよう｡Wierzbickaによれば,afraidtoVが用いられ

る場合,そこには,あらかじめ ｢～しよう｣とする主語の意図が存在するとされている｡1

(19)a.#Ⅰamafraidtofalldown.

b. Iamafraidoffallingdown.

(19)で用いられている動詞fallは,通例,自分の意志でコントロールできない(non-self

controllable)行為を表す｡したがって,(19a)は,｢自分である所から落ちてみよう｡｣と
する意志が存在し,何かの理由でその行為に及ぶことをためらっている場合に容認される

ことになるC例えば,バンジージャンプを試みようとしているが,いざジャンプをする段

階になって,あまりの高さに体がすくんでしまっている状況等が考えられる｡この主語の

意図という視点は,afraidtoVとafraidofV-ingの容認度を考える上で有効的であると

思われる｡次の例を見てみよう｡

(20)a.*Thegovernmentisafraidtolosetheelection.

b. Thegovernmentisafraidoflosingtheelection.

(21)a.*Ⅰamafraidtogetlost.

b. Iamafraidofgettinglost.
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(22)a.#Idon'tfeellikedrivingbecauseIamafraidtocrash.

b. Idon'tfeellikedrivingbecauseIamafraidofcrashing.

(20a)が容認されないのは,はじめから選挙に負けようと思って選挙に臨むものはいな

いと考えられるからであり,同様に1(21a)(22a)が容認されないのも,はじめから道に迷

うこと,クラッシュすることを意図しているものはいないからだと言える｡2このように,

afraidtoVが容認されるためには,主語の意図･意志が背景に存在する場合であると言え

よう｡但し,afraidtoVにおける主語の意図というのは,｢ためらう｣｢心配する｣という
感情が存在する,ある特定の時間と密接な関係があることに注意しなければならない｡吹

の例における副詞語句との共起制限は,このことを示すものである｡

(23)a.Don'tbeafraidtoaskforhelpifyouneeditnow.

b.Don'tbeafraidofaskingforhelpifyouneeditfy10mnowOn.

(24)a. Heisafraidtoleaveuntilhismothercomes.

b.??Heisafraidofleavinguntilhismothercomes.

(25)a IamafraidtocrosstheroaduJhenitisinthisicycondition.

b.??Iamafraidofcrossingtheroadwhenitisinthisicycondition.

afraidで表されている主語の意志 ･感情がある特定の時間と密接な関係があるというこ

とは,主語の否定的な心的態度が基準時として選ばれた時間に基づ くものであることを示

している｡つまり,これは,afraidの対象となっている行為が,別の時間帯では行われる

ことをも意味する｡したがって,主語の否定的な心的態度が表された行為に関しては,実

際に行われる場合もあれば,行われない場合 もあることを意味する｡次に挙げるBritish

NationalCorpus(BNC)からの用例(26)(27)は,このことを支持するものである｡4

(26)a.IwasafraidtoleaveEdinburgh,evenmomentarily,incasetherewasword

fromtheWarOffice,butinSeptember1944mymotherpe作uadedmetogo

u)ithhertoBedfoydforashortholiday. (BNC)

b.Aijiy:stJohannwasafraidtospeak,butthenhebegantohllk. (BNC)

C.Forafewyearsaiji7StJosephwasafraidtocomedownupontheNe∑

Percereserve-afraidofthesurroundingwhitesandbecauseofthemany

indictmentsagainsthim-butthisfearworeojf. (BNC)

(27)a.Shewasafraidtolookaround,buttheotherhousemaidwasreadytoca汀y

soupbowlstothetableandshehadtodothesame. (BNC)

b.Sheachedtocomforthim,butwasafraidtotouchhim,incaseitwasthe

onelastthingthatwastoomuch. (BNC)
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(26)(27)の斜字体で示された部分から,(26)では実際に否定的にとらえていた行為を実

際に行ったこと,(27)ではその行為を行っていないことがわかる｡

不定詞により表現されている主語による心的態度が否定的にとらえられている事実は,

通例,否定表現とともに用いられる否定極性表現anyが問題の構文に現れることから支持

される｡

(28)Hedidn'tknowhowtostopherandwhenshedidstopbyherself,whenthey

gottothejunctionandhadtochangetrams,hewasafraidtosayanythingln

caseshestartedagain,andsohesaidnothing. (BNC)

次に,主語の意図 ･意志という観点から,(29)の容認性を考えてみよう｡

(29)a.Iwasafraidtowake/offend/hurtthechildren.

b.Iwasafraidofwaking/Offending/hurtingthechildren.

(29a)の例では,主語の意図が前提 となる解釈がなされる場合に容認されることになる｡

wakeの場合を例にとると,主語である私にあらかじめ子供たちを起こそうという意図が

存在し,何らかの理由でその行為を思いとどめ,心配していることになる｡他方,(29b)で

は,必ずしもそのような意味合いはなく,常々,何かの行為に関しての心配をしている状

況にあるということを述べている｡(29b)に見られる｢恒常性｣については,以下で詳しく

ふれることにする｡

これまで,afraidtoVにおいて,主語の意図の存在を明らかにした｡次に,afraidof

V-ingの場合は,主語の意図に関しては中立的であるという事実を見てみよう｡

(30)Sheaskedmetocomewithherbecauseshewasafraidofgoingthereonher

Own.

(31)Well,Iwantto…

Don'tbeafraidofsayingwhatyouthink.

(30)(31)においては,意味内容から主語の意図がくみとれるOしかしながら,いずれの

例においてもafraidofV-ingが用いられている｡したがって,この例から,主語の意図に

関してはafraidofV-ingは中立的であると言ってよいと思われる｡勿論,(30)(31)の例

は,afraidtoVを用いても何の問題もなく容認される例である｡

3.2 恒常性と予測

afraidtoVとafraidofV-ing構文においては,主語の意図という点において,中立か

そうでないかの違いがみられ,その違いが容認性を決める一要因になっていることがわ

かった｡次に,両構文の違いを論 じる場合に必要 となるもうひとつの視点,｢恒常性｣

(chronicstate)という視点から両構文を考察することにする｡
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(32)a.Iamafraidtoflybyplane.

b.Iamafraidofflyingbyplane.

(32)の例においては,いずれの例 も二通 りの解釈が可能である｡(32b)においては,

｢常々,飛行機を利用しての移動を恐れているC｣という解釈と,｢何か利用機材に関して
のちょっとしたトラブルのアナウンスが流れ,怖いな｡｣という感情をもっているという解

釈が可能である｡しかしながら,(32b)における第一次的に好まれる解釈は前者である｡他

方,(32a)においても同様な解釈が可能であるが,好まれる解釈は,ある特定の状況におい

て恐れを抱いているという解釈である｡勿論,これらの好まれる解釈の違いの他に,先に

述べた,主語の意図性についても違いが見られることは言うまでもない｡

最後に,主語,または話者や第三者による ｢予期 ･予測｣という視点から,afraidtoV

構文を見てみたい｡

(33)#Idon'tfeellikedrivingbecauseIamafraidtocrash.

(34)a.Don'tbeafraidtomakemistakes.

b.Don'tbeafraidofmakingmistakes.

主語がもつ意図性という視点から考えると,自分で好んでクラッシュしようと思う人,

間違いをしようと思う人はいないと考えられるので,一見すると(33)(34a)は,容認されな

い文のように思える｡しかしながら,(33)(34a)が容認されるという事実は,主語の意図と

いうことだけで問題の構文の容認性が決まらないことを意味している0(33),及び(34a)が

容認されるのは,第三者や主語による ｢予期 ･予測｣が可能かどうかに困るものと思われ

る｡(33)では,クラッシュするのを回りの人も予測し,自分もそのような予測をしていて,

主語である私自身もそのことを恐れているという解釈が可能であり,この解釈を受ける場

合にのみ容認される｡また,(34a)も同様に,間違いをするのではないかという予測を聞き

手自身が想定している読みの場合にのみ許される｡他方,(34b)では,このような特定の解

釈を必要としない｡

4.まとめ

この論考では,afraidtoVとafraidofV-ing構文の特徴を英英辞書及び,語法書等の

記述に言及しながら考察した｡また,両構文の容認度を考える上で,両構文がもつ意味的

特徴が重要であることを論じた｡この論考で論じた意味的特性は,主語の意図,恒常性,

予期 ･予測という三つの意味的特性である｡これらをまとめると,次のようになる｡
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afraidtoV afraidofV-ing

Volitionality + neutral

chronicstateVs.apartic- (i)chronicstate (i)chronicstate
ularinstanceoffear (ii)aparticularinstance (ii)aparticularinstance

offear offear

preferredreading-(ii) preferredreading-(i)

注

小論をまとめるにあたり,貴重な御意見をいただいたThomasWasow先生に感謝の意

を表したい｡

1 動詞 frightenが不定詞をとる場合にも同様のことがあてはまる｡詳しくは,西原 (準

備中)で論 じることにする｡

2 (22a)が容認されるためには,主語の意図性ではなくて,予期性が関与している｡後述

するが,主語自身による予期,または,第三者による予期が可能な場合にもafraidtoV

が容認される｡

3 ThomasWasow(個人談話)によると,劇の登場人物が,常々,ある場所を離れるこ

とを恐れていて,母親の到着によってその気持ちに変化が見られる場合,(24b)は容認さ

れる｡つまり,恒常性の解釈を想定できる場合には許されることになる｡

4 persuadedNPto-不定詞の場合,一部の辞書等では ｢～するように説得する｣という
解釈が示されている｡persuadeが過去形で用いられ,この形をとる場合,｢説得 して～さ
せた｣の意味で用いられる｡つまり,行為の結果が示される｡ 次の対比は,行為の結果

が合意されることを示すものである｡

(i)IpersuadedJohntogothere,sohewentthere.

(ii)*IpersuadedJohntogothere,buthedidn'tgothere.

5 統語上,否定表現が存在しなくても意味内容が否定的である場合には,否定極性表現

が現れることがある｡例えば,動詞 denyに後続するthat節では,母型文の動詞が統語

上否定表現でなくてもany等が補文に生起できる｡
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